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勢姿るす峙対に然自

思意ういとうよし調同に然自

たれらじ感がのもきべういもと盾矛のこ、らか品作の氏□□

し現表を盾矛のこ

たみ試をとこるす現表を界世の氏□□

すだりくつをスンェクーシの然自たれさ化片断でとこるせさ続連をれそ、し断切を景風りよに面

はらかトッリスた来出に間のと面と面

いな来出がとこう伺かしルーティデの然自

るあで然自の生つもを感材素たしとき生き生、はのるれらじ感でこそ

、し排を囲周

間空のめたるじ感を氏□□るめ求い追を係関のと然自と己自でまくあ
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1 noitibihxe egarts

線動用客館真写

線動者用利室修研

線動用理管

線動者用利外館

室示展真写

室修研

庫蔵収・室理管

所憩休

。るいてし討検にうよいならわ交が線動者修研と者賞鑑真写、け設に向方面立各を口入出のめたの途用のれぞれそ

るいてっなと所憩休のてしと帯衝緩ぐ繋を館真写と者場来設施辺周。るいてしと場たれか開に部外、りおてし置位に間中の路経示展は所憩休 。

空部外なうよたれわ囲分半に壁てし接近に途用のれぞれそ、はれこ。るいてし在存が部隅り入のく多はに画計本、にうよの部線点図左、たま つを間

。るあでのもたし画計にうよるきで容許を方れわ使な的目多が設施、りよにとこるく
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てっなに能可もとこるす張拡を能機でい繋を外内、他る来出が方い使な様多もでけだ部外。るいてし在点が間空部外たれま囲向方3、2に壁 。るい

が成構のこ、他るなと能可が発開のらがなし存保を木樹、りよにれこ。るあで能可応適で所各島椹む含を地画計は方え考るよに面のこ、たま 。るなと能可が画計設施たっ持を感一統めたるなとドーコンイザデの種るあ


